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(54)【発明の名称】 電子内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】  使用されるクロック周波数が高くなった場合
でも、接続ケーブル部分からの高周波電磁波の漏洩を抑
制する。
【解決手段】  ＣＣＤ１１の出力信号をデジタル映像処
理する電子スコープ１０がケーブルを介してプロセッサ
装置１８に接続されており、この電子内視鏡１０に、波
形平滑回路１６を設け、ビデオ信号及びクロック信号に
存在する高周波ノイズ成分を除去する。これにより、伝
送時にケーブルから漏洩される高周波を抑制することが
できる。プロセッサ装置１８では、波形整形回路２０を
設け、上記平滑化信号の波形を矩形波に整形されるの
で、良好な映像信号が得られる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  撮像素子からの出力信号につき所定の信
号処理をする電子内視鏡と、
この電子内視鏡がケーブルを介して接続され、入力映像
信号につき所定の信号処理をするプロセッサ装置と、
上記電子内視鏡側に設けられ、当該電子内視鏡から出力
される信号の波形を平滑化して高周波成分を除去する波
形平滑回路と、
上記プロセッサ装置に設けられ、入力した上記平滑化信
号を波形整形する波形整形回路とを含んでなる電子内視
鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は電子内視鏡装置、特
に電子内視鏡とプロセッサ装置とを信号ケーブルで接続
する構成の高周波ノイズ対策に関する。
【０００２】
【従来の技術】図４には、電子内視鏡装置の全体構成が
示されている。図示の電子スコープ（電子内視鏡）１に
は、その先端部に固体撮像素子であるＣＣＤ（Charge C
oupledDevice）２が搭載され、この電子スコープ１は、
例えばケーブル３及びコネクタ部４により光源装置５に
接続され、このコネクタ部４から分岐するケーブル６に
よってプロセッサ装置７に接続される。
【０００３】このような電子内視鏡装置によれば、上記
ＣＣＤ２からの出力信号がＤＶＰ（デジタルビデオプロ
セッサ）等で映像処理され、例えばデジタルビデオ信号
としてケーブル３，６を介してプロセッサ装置７に伝送
される。このプロセッサ装置７では、その他の必要な信
号処理が施されると共に、所定のモニタへ出力するため
の処理が行われることにより、モニタ画面に被観察体画
像が表示される。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、近年の
電子内視鏡装置では、映像処理のためのクロック信号が
高速化されていること等から、ケーブル３，６及びその
近傍からの高周波（ノイズ）の漏洩・放射が問題となっ
ている。即ち、高画素化に伴い、１４．３１８ＭＨｚの
整数倍（例えば２，３倍）の高い周波数の基準クロック
信号が用いられるようになっており、このクロック周波
数の高調波等が高周波ノイズとして発生し易くなってい
る。
【０００５】また、上記電子スコープ１とプロセッサ装
置７とを接続するケーブル３，６では装置内の回路部と
比較するとノイズ対策が採り難いことから、高周波がケ
ーブル３，６から放射される傾向にある。しかも、最近
では、電磁波放射基準が厳しく見直されており、高周波
電磁波放射の抑制が要請されている。
【０００６】本発明は上記問題点に鑑みてなされたもの
であり、その目的は、使用されるクロック周波数が高く
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なった場合でも、接続ケーブル部分からの高周波電磁波
の放射を抑制することができる電子内視鏡装置を提供す
ることにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に、本発明に係る電子内視鏡装置は、撮像素子からの出
力信号につき所定の信号処理をする電子内視鏡と、この
電子内視鏡がケーブルを介して接続され、入力映像信号
につき所定の信号処理をするプロセッサ装置と、上記電
子内視鏡側に設けられ、当該電子内視鏡から出力される
信号の波形を平滑化して高周波成分を除去する波形平滑
回路と、上記プロセッサ装置に設けられ、入力した上記
平滑化信号を波形整形する波形整形回路とを含んでなる
ことを特徴とする。
【０００８】上記の構成によれば、例えば電子内視鏡側
の信号処理回路から出力されるデジタル映像信号やクロ
ック信号が波形平滑化され、ケーブルを介してプロセッ
サ装置へ伝送されるので、これらの信号が高い周波数で
あっても、ケーブル部分からの高周波電磁波の放射が抑
制される。そして、この波形平滑化された映像信号、ク
ロック信号は、プロセッサ装置側の波形整形によって矩
形波に戻され、この映像信号はクロック信号に基づいて
形成された各種タイミング信号により更に信号処理が行
われた後、モニタ等へ供給される。
【０００９】
【発明の実施の形態】図１には、実施形態例に係る電子
内視鏡装置の構成が示されており、図示されるように、
電子内視鏡（電子スコープ）１０では、その先端部にＣ
ＣＤ１１が設けられ、このＣＣＤ１１から読み出された
撮像信号はＣＤＳ（相関二重サンプリング）／ＡＧＣ
（自動利得制御）回路１２に供給される。このＣＤＳ／
ＡＧＣ回路１２では、アナログビデオ信号（映像信号）
が相関二重サンプリングされると共に、所定レベルへの
増幅が行われる。
【００１０】上記ＣＤＳ／ＡＧＣ回路１２には、アナロ
グビデオ信号をデジタル信号へ変換するＡ／Ｄ変換器１
３及びビデオ信号をデジタル映像処理するＤＶＰ（デジ
タルビデオプロセッサ）１４が接続され、このＤＶＰ１
４等を制御するマイコン１５が設けられる。上記ＤＶＰ
１４では、デジタルビデオ信号につき、例えばＣ（色
差）信号、Ｙ（輝度）信号［Ｒ（赤），Ｇ（緑），Ｂ
（青）信号でもよい］等に変換されると共に、ガンマ補
正等の処理が施される。
【００１１】そして、上記ＤＶＰ１４の後段に波形平滑
回路１６が設けられ、この波形平滑回路１６としては、
一般的なＲＣ回路、ＬＣ回路等の他に、ノイズを吸収し
て熱エネルギーに変える作用をするフェライトビーズ等
を用いることができる。この波形平滑回路１６によれ
ば、矩形波のオーバーシュート及びアンダーシュート領
域に発生する高周波ノイズ（高調波）成分を除去して、
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ビデオ信号、クロック信号を正弦波に近い波形に変換す
る。
【００１２】このような電子スコープ１０は、ケーブル
（図４の３，６）によりプロセッサ装置１８に接続され
ているが、このプロセッサ装置１８内に、波形整形回路
２０が配置される。この波形整形回路２０は、上記波形
平滑回路１６で形成された正弦波に近い波形を矩形波に
整形するものであり、上記Ｙ信号、Ｃ信号からなるビデ
オ信号及び基準クロック信号の波形が矩形波に整形され
る。この波形整形回路２０の後段には、デジタルビデオ
信号をラッチする映像ラッチ回路２１、基準クロック信
号を所定時間だけ遅延させる遅延回路２２、この遅延回
路２２の遅延量等を制御するマイコン２３が設けられ
る。
【００１３】このマイコン２３は、例えば電源投入時に
接続されている電子スコープ１０のマイコン１６との間
での情報通信に基づき、使用される基準クロック信号に
応じて上記遅延回路２２の遅延量を設定する。即ち、最
近の電子内視鏡装置では、電子スコープ１０から周波数
等の異なる各種の信号を接続ケーブルを介してプロセッ
サ装置１８へ高速で伝送することにより、上記映像ラッ
チ回路２１での信号のラッチタイミングが合わず、ラッ
チミスを起こすという不都合があり、これを解消するた
めに、上記遅延回路２２によってラッチパルスを形成す
るための基準クロック信号を遅延させるようになってい
る。
【００１４】また、上記映像ラッチ回路２１の後段に
は、輪郭強調、電気マスク及び各種情報の混合処理等の
その他の信号処理をすると共に、各種のモニタへの出力
処理をする信号処理回路２４（Ｄ／Ａ変換器を含む）が
配置され、この信号処理回路２４の出力は所定のモニ
タ、記録装置等に供給される。
【００１５】実施形態例は以上の構成からなり、図１の
ＣＣＤ１１の出力信号（アナログ信号）は、ＣＤＳ／Ａ
ＧＣ回路１２へ供給され、相関二重サンプリングと増幅
が行われる。この後、アナログビデオ信号はＡ／Ｄ変換
器１３でデジタル信号に変換され、ＤＶＰ１４でデジタ
ル映像処理が施される。即ち、ビデオ信号として例えば
Ｙ信号とＣ信号が形成されると共に、ガンマ補正等の各
種の処理が行われる。なお、上記Ｙ，Ｃ信号の代わり
に、Ｒ（赤），Ｇ（緑），Ｂ（青）の信号を形成し、こ
れらの信号について各種処理を施すことができる。
【００１６】そして、図２に示されるように、上記のＤ
ＶＰ１４から出力されるＹ信号，Ｃ信号及び基準クロッ
ク信号が、波形平滑回路１６で波形平滑化が行われる。
即ち、図２（Ａ）のように、ＤＶＰ１４の出力には矩形
波の立上り時に生じるオーバーシュートＪ

１
と立下り時

に生じるアンダーシュートＪ
２
の領域の高周波（高調

波）が存在するが、波形平滑化によれば、図２（Ｂ）に
示されるように、正弦波に近い波形に変換され、高周波*
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*ノイズ成分が除去される。従って、この波形平滑回路１
６の出力がプロセッサ装置１８へ供給される際に、ケー
ブル部（図４の３及び６）から発生する有害な高周波ノ
イズ（電磁波）が抑制される。
【００１７】一方、プロセッサ装置１８では、上記Ｙ信
号，Ｃ信号及び基準クロック信号が波形整形回路２０へ
供給される。この波形整形回路２０では、図２（Ｂ）に
示される所定のしきい値Ｋよりも大きい信号部分を真っ
直ぐ立ち上げ（ＯＮ）、この値Ｋよりも小さい信号部分
は真っ直ぐ下降させる（ＯＦＦ）ように動作させること
により、図２（Ｃ）に示される矩形波を形成する。
【００１８】上記波形整形回路２０から出力されるＹ信
号及びＣ信号は、映像ラッチ回路２１へ供給され、他方
の基準クロック信号は遅延回路２２にて所定遅延量が与
えられる。即ち、当該例の遅延回路２２では、マイコン
２３によりナノ単位で調整された所定の遅延量が設定さ
れており、これにより基準クロック信号の位相が調整さ
れる。そして、この遅延クロック信号により、上記映像
ラッチ回路２１ではラッチパルスが形成され、このラッ
チパルスにてＣ信号，Ｙ信号がラッチされる。
【００１９】図３には、上記Ｙ信号とラッチパルスが示
されており、上記遅延回路２２を設けていないとき、例
えば図３（Ｂ）に示されるラッチパルスＰ

１
が形成され

ると、Ｙ信号の中央の実質部を抽出することができず、
正確な映像形成処理が不可能となる。しかし、当該例に
よれば、所定の遅延量が与えられた図３（Ｃ）のラッチ
パルスＰ

２
により、図３（Ａ）のＹ信号中央の実質部を

良好にラッチできることになる。
【００２０】そして、映像ラッチ回路２１で取り出され
たデジタルビデオ信号は、信号処理回路２４でその他の
処理及び出力処理が施され、アナログビデオ信号として
モニタへ供給され、このモニタへ被観察体の映像が表示
される。
【００２１】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
電子内視鏡がケーブルを介してプロセッサ装置に接続さ
れる装置において、上記電子内視鏡側に設けた波形平滑
回路により、ビデオ信号及びクロック信号に存在する高
周波ノイズ成分を除去し、上記プロセッサ装置では上記
各信号を矩形波に整形する波形整形回路を設けたので、
使用されるクロック周波数が高くなった場合でも、接続
ケーブル部分からの高周波電磁波の放射を良好に抑制す
ることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態例に係る電子内視鏡装置の構
成を示すブロック図である。
【図２】実施形態例装置における波形平滑化及び波形整
形動作を示す信号波形図である。
【図３】実施形態例装置でのラッチ動作を示す信号波形
図である。
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【図４】電子内視鏡装置における各構成部の接続状態を
示す図である。
【符号の説明】
１０  …  電子スコープ、  １１  …  ＣＣＤ、１４  *
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*…  ＤＶＰ（デジタルビデオプロセッサ）、１５，２３
  …  マイコン、１６  …  波形平滑回路、１８  …  
プロセッサ装置、２０  …  波形整形回路、２１  …  
映像ラッチ回路、２２  …  遅延回路。

【図１】

【図２】 【図３】

【図４】
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